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肴護太学におげる学盤の職業領域の同一性形成にむもずぞの教蘭への検討  

【レオ＝レオニのペッ豊ッティ匝ノを教材活用して－  

増 田 安 代＊  

要  旨   

K大学看護学科2年生（4期生）を対象に、青年期にある自己および職業領域にお  

ける同一一性形成の状態を明らかにすることを目的に、レオ＝レオニのペッエツティー  

ノの教材活用を通して将来看護職につく現在の自己についてみつめさせ、その後同一  

性地位判定尺度による同一性地位の測定をおこなった。ペッエツティーノを通しての  

学生の記述内容から、職業領域形成に関するものとして「方向確実感」「方向不確実  

感」、自我領域形成に関するものとして「存在確実感」「存在探索中」「存在不確実感」、  

現在の自己への気づきに関するものとして「対自的自己」「対他的自己」の7項目の  

カテゴリーが抽出された。また、自我領域形成に関するもの、現在の自己への気づき、  

職業領域形成に関するものの順で多く記述されていた。自我同一性地位判定尺度の地  

位測定においては、基礎実習Ⅰ・Ⅲの経験前後の比較において差異や変化はみられな  

かった。  

自我同一性地位  

将来看護師や保健師という職業に就くべく自  

分らしさを生かしながら、「職業人としての  

自己」についてみつめさせたり、動機づけを  

していくことは重要な教育上の課題であると  

考える。   

そこで、平成14年度の精神看護学基礎論  

（30時間1単位）におけるライフサイクルと  

メンタルヘルスの中で、青年期とメンタルヘ  

ルスにおいてレオ＝レオニのペッエツティー  

ノを教材として活用し、将来職業人となる自  

己についてみつめさせる機会を設けた。レ  

オ＝レオニは、絵本作家であり、絵本の1冊  

1冊に絵描きとしての技法が生かされてお  

り、イマジネーションを豊かにしながら物語  

りにとけ込むことができる。今回、絵本の持  

ち味を活かし、カラーコピーでOHPを作製し  

授業を展開した。ペッエツティーノは、自分  

キ鵬ワ匝ド：看護学生 育年期 同一性形成   

はじめに   

青年期は人生のなかでも最も自己について  

考える時期であり、将来を模索する時期でも  

ある。エリクソンは、自我同一性の形成を青  

年期の発達課題としてとらえており、同一性  

とは、職業や価値観、性等における同一性の  

統合であり、包括的な概念と言われている。  

それで、職業的同一′性とは職業人としての自  

己をどのようにみつめ決定していくのかとい  

うことになる。このことについて園田は、  

「職業を通しての自分らしさを確かめ、自分  

らしさを生かし育てていく職業的姿勢」－）と  

述べている。   

K大学は、将来看護師や保健師を志す看護  

系の学生の育成機関であり、入学すること自  

体が看護職につくという職業選択を意味して  

いる。そうした時、講義や臨床実習を通して、  

＊九州看護福祉大学看護福祉学部看護学科  
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布。   

④「ペツエツティーノを通して現在の自  

分と照らし合わせて考えたことをある  

がまま自由に記述してください」と記  

した用紙を配布し30分間記述の時間と  

する。  

（む 青年期の特性について講義。  

（9 加藤の自我同一性測定尺度を通して、  

現在の自我同一ノ性地位がどの位置にあ  

るのか測定する。  

3）教材の内容  

ペッエツティーノ じぶんを みつけた  

ぶぶんひんの はなし  

レオ＝レオこ 訳 谷川 俊太郎   

探しをする部分品の話である。看護学生であ  

る現在の自己とペッエツティーノの「自分探  

しの旅」とを重ね合わせることを通して洞察  

させた。その後、自我同一性測定尺度を適し  

て自我同一性地位のどの位置にあるか測定さ  

せた。   

先行研究として、松下2）3）小野寺4）鎌田5〉  

波多野6）安藤7）8）吉永9）らが、看護学生の  

職業的同一性形成や職業的同一性を規定する  

要因や教育的要因について調査したものはみ  

られるが、教材活用を図りながら、同一性形  

成にむけて現在の状態について学生そのもの  

に洞察させていくような展開はほとんどな  

い。   

そこで今回、K大学看護学科の2年生（4  

期生）を対象に（ヨペツエツティーノの教材  

活用を通して、将来看護職につく現在の自己  

についてみつめさせ、どのような同一性形成  

の状子兄にあるのかについて明らかにする。  

（訟現在の自我同一性地位の分布状況を把握す  

る。（彰基礎実習Ⅰ・Ⅱの経験前後における  

自我同一性地位を比較して変化をおってみる  

ことを目的に、将来看護職への職業的同一性  

の高まりがみられるような教育のあり方につ  

いて検討したので報告する。  

かれの なまえは ペソエツティーノ。 ほかの み   

んなは おおきくて おもいきったことも すばらし   

い ことも いろいろ できた。 かれは ちいさく   

て きっとだれかの とるに たりない ぶぶんひんな   

んだと おもっていた。 だれの ぶぶんひんなんだ   

ろう、とうとう あるひ かれは たしかめようと   

けっしんした。「もしもし、ほくは きみの ぶぶん   

ひんじゃ ないでしょうか？」 はしるやつに かれ   

は きいた。   「ぶぶんひんが たりなくて はし   

れる はず ないだろう？」 ちょっと びっくりし   

て はしるやつは いった。   「ぼくは きみの   

ぶぶんひんかな？」つよいやつに かれは きいた。   

「ぶぶんひんが たりなくて つよい はず ないだろ   

う？」 それが こたえだった。 そして およぐや  

つが うかび  あがったとき、ペツエツティーノは   

かれにもきいてみた。 「ぶぶんひんが たりなくて   

どうしておよげる？」 およぐやつは そういって  

ふかい みずのそこへ もどって いった。  「お  

おい！ほくは あなたの ぶぶんひんですか？」 や   

まの うえの やつに むかって のぼりながら ペ   

ッェッティーノは さけんだ。 やまの うえの や   

つは わらった。   「ぶぶんひんが たりなくて   

やまに のほれると おもうかい？」 ペツエツテイ  

Ⅰ。研究方法  

1．レオ＝レオニ「ペツエツティーノ」の講義  

1）研究対象と期間   

講義の対象：K大学看護学科2年生112   

名（4期生）   

講義：平成14年5月16日 出席者109名  

2）授業の展開  

① レオ＝レオニ（訳谷川俊太郎）の「ペ  

ッェッティーノ じぶんを みつけた  

ぶぶんひんの はなし」川）をカラー0壬iP  

を使用し、筆者が物語を朗読する。  

② 「ペツエツティいノ」の物語の資料配  
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ちゃん」「フレデリック」「ここにいたい！  

あっちへいきたい！」などの作品で、多くの  

フアンに親しまれている。  

ーノは とんでるやつにも きいた。こたえは いつ   

も おんなじ。さいごに ペッエツティーノはほらあ  

なに すんでいる かしこい やつの ところへ い  

った。 「ほくは あなたの ぶぶんひんかしら？」  

と かしこいやつは こたえた。  「ぼくは だれ  

かの ぶぶんひんに ちがいないんだ、 どうしたら  

さがし だせるの？」ペッエツティーノは さけんだ。  

「こなごなじまへ いって ごらん」かしこいやつは  

いった。 あくるあさ はやく ペツエツティーノはち  

いさな ボートでふなでした。   そとうみの おお   

なみに もまれ、びしょぬれで くたくたに なって、  

かれは こなごなじまについた。なんと へんな し  

まだろう！まるで こいしの やまだ。 き いっ  

ぼん くさ いっぽん はえて いない。 とにかく  

いきている ものがひとつも いない。ペツエツティ  

ーノは のほったり、おりたり のほったり、とうとう  

つかれはてて けつまずき、ころがりおちた‥‥   

そして こなごなに なって しまった！ かしこい   

やつは ただしかった。 やっと ペソエツティーノに  

も わかった。じぶんも みんなと おなじように  

ぶぶんひんがあつまって できて いると。  

かれは げんきを とりもどして じぶん じしんを  

ひろい あつめ、 たりない ぶぶんひんは ひとつ  

も ないことを たしかめると、ボートヘ かけもど  

った。 すこしでも はやく うちへ かえろうと、  

かれは ひとばんじゅう こいだ。 ともだちが ひ  

とりのこらず かれを まっていた。「ぼくは ぼ  

くなんだ！」 かれは おおよろこびで さけんだ。  

なんの ことか よく、わからなかったけど ペツエ  

ッティーノが うれしそうだったから みんなも う′れ   

しかったのさ。   

4）．分析   

各々の記述されたレポートの中から、「自  

我領域形成に関する領域のもの一昔年期にあ  

る自分とは何かについて」「職業領域形成に  

関するもの一着護の職業へ就こうとしている  

自己について」に関する判読可能なキイワー  

ドになる主文を1つ抽出した。キイワードの  

主文の抽出は、1匝】目を実施した後、2週間  

後に2回目を実施した。1回目と2回目の抽  

出した内容が異なっていた場合、2日後に3  

回目を実施した。KJ法を用いて分類・整理  

しカテゴリー化した。  

2．質問紙調査  

1）質問紙の対象と期間、方法   

調査対象：K大学看護学科2年生112名   

（4期生）   

調査期間：1回目（基礎実習前）平成14年5  

月16日、2回目（基礎実習後）平成14年10月  

10日。1回目の回答数109名（回収率97％）、  

有効回答数109名（有効回答率97％）、2匝旧  

の回答数106名（回収率95％）、有効回答数  

106名（有効回答率95％）であった。  

調査方法：質問紙調査を集合法で実施した。  

2）質問紙調査の内容   

加藤の自我同一性尺度を12項目使用した。  

11）マーシャ（Marcia，J．E．）の尺度がベース  

になっており、現在の自己投入4項目、過去  

の危機4項目、将来の自己投入の希求の4項  

目から構成され、回答は6件法で求め、各項  

目の回答に対して1～6点を、「まったくそ  

のとおりだ（6点）」～「全然そうでない（1  

点）」のように与える。逆転項目の場合は、  

評定点を逆転する。得点を算出し、流れ図に  

レオ＝レオこについて  

1910年オランダのアムステルダムに生まれ  

る。イタリアに学んだ後、29歳でアメリカに  

渡る。イラストレ一夕ー、グラフィックデザ  

イナー、絵本作家として活躍する。「スイミ  

ー」「さかなは さかな」「あおくんときいろ  
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従って、「現在の自己投入」「過去の危機」  

「将来の自己投入の希求」の位置を照合し、  

「同一性達成地位」「A－F中間地位」「権威受  

容地位」「積極的モラトリアム地位」「D－M中  

間地位」「同一性拡散地位」について、点数  

をあてはめていきながら、自己の自我同一性  

地位を割り出していく。  

3）分 析   

学生が割り出した「同一性達成地位」「A  

－F中間地位」「権威受容地位」「積極的モナ  

トリアム地位」「D－M中間地位」「同一性拡  

散各地位」をエクセルで単純集計し、比率を  

だし比較・検討した。  

7項目のカテゴリーが抽出された。繊細は以  

下のとうりである。  

職業領域形成に関するもの  

方向確実感  

（∋ただ者講師になろうと考えていた以前とは遠い、看  

護職の中でどんなことを自分はやりたいと望んでいる   

のか自分の役割探しをしている。（9看護大学へ私はな   

んで入学したのだろうか悩んでいたが、自分探しは発   

達の段階で重要なので自分探しをやっていきたい。③   

私は祖父、両親、家族が困った時自分が一番に看護す   

るんだという思いでこの大学に入学してきたので看護  

師になるため必死で毎日がんばっている。④2年生に   

なり忙しくなったがやりたいことをヤっており、楽し  

い毎日をすごしたいと考えている。⑤今日の講義で看  

護師になる自分をみつめなおした。⑥この大学でこれ  

からの先の道のことを考えやりとげていきたい。⑦自   

分の夢にむかって努力をしているし、その夢への思い   

が強く自分をどう生かしていくかということを考える   

ことができるようになった。（紗1年生の後期にはこの   

大学へ発たことについて悩んだが、今は乗り越えるこ  

とができあせらず自分とむきあっていこうと思ってい  

る。⑨看護師になるために失敗しても苦しくても「私   

はわたしなんだ」と思うようにしようとがんばってい   

る自分が最近いる。⑲資格を取るためにきたが今は本  

当に看護姉になりたいと考えている。⑪2年生になり   

ハードになったが看護師になるためにがんばっている。  

Ⅲ．結 果  

1．ペッエツティーノを通して自己をみつめ  

た記述内容の結果   

当初109名のレポートの整理にあたり、全  

体の内容から社会的な役割取得としての色合  

いの強い「職業領域形成」に関するものと個  

人的な色合いの強い「自我領域形成」に関す  

るものとの2つに分け、キイワードになる主  

文を各1個づつ抽出し検討していくことにし  

ていた。しかし、この2群に分類できない  

「自己意識」の色合いが強い群がでてきた。  

それで、「職業領域形成に関するもの」「自我  

領域形成に関するもの」「自己への気づきに  

関するもの」の3群に分けた後、判読可能な  

キイワードになる主文を各1個づつ取りだ  

し、KJ法を用いて分類・整理した。その結  

果、職業領域形成に関するものとして「方向  

確実感」12佃（11％）、「方向不確実感」16個  

（15％）の2項目、自我領域形成に関するも  

のとして「存在確実感」12個（11％）、「存在  

探索中」14個（13％）、「存在不確実感」24個  

（22％）の3項目、現在の自己への気づきに  

関するものとして「対自的自己」16個（15％）、  

「対他的自己」15個（14％）の2項目、合計  

方向不確実感  

①何で自分は看護に進んだのだろう、他にもっと自分   

がしたかった通があったのかもしれない。（診自分の選  

択は間遠っていたのではないか。④現在は本当にした   

いことが何であるかを模索している状態である。（むこ  

の大学で勉強しているけれども本当にこれでよかった   

のか不安である。（9このまま自分はやっていけるのか   

考えている最中である。⑥幼稚園のころからの夢であ   

る看護職が現実になったが不安がでてきた。（うあんな   

になりたかった看護師だったのに現在自分にむいてい  

るのだろうかという疑問と戦っている。⑧自分の頭と   

努力がついていかないことから将来に不安を感じてい  
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時には誰かの「ぶぶんひん」になってみたりそうやっ   

て見つけていくものだと思う。④今はまだ部分品は少  

ししかないけれど今後一つ一つ部分品を自分にくわえ  

ていきたい。④生きる意味みたいなものは生まれた時  

にもっているものではないかもしれないので、私はそ  

の意味をみつけられるように生きていこうと思う。⑤   

私もペツエツティーノが自分をみつけたように他人と  

比較せずに自分をみつめみつけていきたい。（むペッエ  

ッティーノが自分をみつけたように私も自分をみつけ   

だしていきたい。（う自分にできることがあるならそれ   

をがんばってやっていき何らかの役に立てると信じ自  

分の存在がそのうちわかってくると思う。（◎日々喜ん  

だり、落ち込んだり、悩んだりすることは必要なこと   

である。（釘自分と他人を決して比較してはならない。  

⑲自分をわかることは雉しい。⑪自分探しをしている   

のだと思いペッエツティーノがうらやましいと思った。   

⑫異性愛、家族愛の探さに共通するのは相手の為にど   

れだけ犠牲になれるかだと思うので自分をみつけてい   

きたい。⑲私もペツエツティーノと同じように自分探   

しをしているだと思う。⑭大学生括もなれたしクラブ   

活動ヤアルバイトもやりながら自分について考えてい   

くつもりだ。  

る。（9私は本当にこの大学にいていいのかどうか悩み   

自分のあいまいなところが嫌でたまらない。⑲看護大   

学へ進学することが目標で義務みたいに感じていたが、   

それがなくなりやる気はあるが何をすべきかわからな   

い。⑪現在あんなになりたかった看護師だったのにこ   

のまま卒業していいのかという疑問と戦いながら日々   

を過ごしている。⑲幼稚園のころから看護師になりた   

いと思っていたが現在悩んでいる。⑲看護職になりた   

いと考えこの大学へきたが将来への不安を感じている。   

⑭看護職として自分の今進んでいる道について悩んで   

いる。⑮自分は本当に看護師にむいているのか悩んで   

いる。⑲親の薦めできたが自分が進みたかった道につ   

いて悩んでいる。  

自我領域形成に関するもの  

存在確実感   

①自分は自分であり自分はいらないものではなく、ど   

こも欠くことができない大事な役割があり尊重される  

べきだと思った。援）「自分は自分なんだからいいので   

は」と思っていることがペツエツティーノと似ている   

と感じた。③自分に自信をもつことで幸わせになれる   

と考えている。④私は私なんだから他人と比べる必要   

はないと思う。⑤友人からかけがえのない存在と言わ  

れ私は私のままで良かったと感じている。⑥「私は私」   

という前向きな考えをもっていこうと考えている。⑦   

私は私なんだと思い個性も認めることの大切さに気づ   

いた。（秒自分は自分だと思えるようになるまでじっく   

り悩み考えていけばいいんだとい思っている。（9今ま   

で積み上げてきたものがないのでこれから毎日を充実   

したものにしていきたい。⑲ペソエツティーノが「ほ   

くはほくなんだ」にすごく勇気が感じられ私は私なり   

でいいんだと感じた。⑪辛いことやコンプレックスが   

あってもすべて自分をつくるものだと受け入れること   

ができており私は私なんだと思っている。⑲「私は私   

なんだ」と自信がもてる自分が今は好きである。  

存在不確実感  

（D自分は何故生きているのだろう。（9自分は親や友人   

を頼りに生きている。④将来の自分の姿をつかむこと  

ができない 。④最近自分という人間がどのような人間   

なのかがよくわからなくなってきている。（9自分は部   

分品だとは思わないが自分が何かもわからない。⑥自   

分がどういう存在であるのか明確に示すことはできな   

い。（む過去の自分を振りかえって本当に「自分」があ   

ったのか考えてしまう。⑧自分に足りないものは何だ   

ろうかわからなくなっている。（多目標がなくなってし   

まった。⑲人間は誰しも自分の存在価値が欲しいと思   

っている。⑪ペツエツティーノのように自分のなかに   

ある才能に気づいていないような気がする。⑲自分は   

まだ自己の確立ができていないと思う。⑬自分の小さ   

な社会でいい気になって広い社会のなかの一員として   

の自分に目を向けていない。⑭他人と同じ位置に立つ  

存在探索中  

（Dバラバラになった自分の部分品を拾い集めている状   

態である。（9時には人の「ぶぶんひん」になったり、  
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ためにはどうしたらよいのか、どうすべきなのかを探  

している。⑮ありのままの自分を好きになってもらい   

たいが今まで積み上げてきたものがない。 ⑲自分は誰  

かの役に立っているのだろうかと不安になることがあ  

る。⑫友達からどう思われているのか、必要とされて  

いるのか、気になっていつも何も始まらない。⑬友達  

に必要とされているのであろうか考え込む自分がいる。  

⑲まだ自立していない私は親の付属品と考えてしまう。  

⑳自分が必要とされることは、はっきり目にはみえな  

い、わからない。㊥自分とは何だろうわからない 他  

3名。  

だろう」とよく思う。（む自分はなぜみんなみたいにで  

きないのだろうと考えこむ。⑤いつも他人と比較しな  

がら生きているような気がする。⑥他人が持っていて、  

自分が持っていないものをうらやんで劣等感をもって  

生活してしまう。（う周囲がとても生き生きとしていて  

自信に満ちているように感じる。⑧他人と違うことを  

することを恐れる自分がいる。⑨すごくちっぽけで何  

の価値もない人間だと感じている。⑲自分の身体面や  

性格の短所が気になって仕方がない。⑪友人をうらや  

ましく思う反面友人にいらだったりもする。⑲人と比  

較して自分はこんなにも嫌なやつなんだろうと思う。  

⑲友人や他の人と比べて自分に情けなく感じる時があ  

る。⑭ちっぽけな自分だと感じている。⑮異なる出身  

地の人が集まり、かなり不安と劣等感があった。  

自己へに気づきに関するもの  

対自的自己   

①自分のすることは周りの人を傷つけたり迷惑をか  

けている。（む自己主張が強すぎると反省している。④  

人間というものがこんなにも弱くもろいものとは思わ  

なかった。④自分で逃げ道を探していた。⑤いかに自  

分のことを知らないかということに気づき他人ばかり  

に目がいっていた。⑥表面的には真面目、大人しい、  

でもそれはそう見せている自分だと思う。⑦なんだか  

んだいって世間の大学というブランドに拘わっている  

自分かもしれない。⑧今の自分はかなり自暴自棄で情  

緒不安定である。⑨自分は他人に甘えていたり、人の  

せいにしたりで欠損していると思う。⑲人に頼られる  

ことに恐怖心が募る自分がいる。⑪どうしても人を気  

にしてしまう自分がいる。⑲自分に自信がなく自分を  

好きになれない。⑲人の精神というものは弱いもので  

あるということに気付いた。⑭うらやむ人に近づくこ  

とばかり考えて「自分らしさ」というのを全く意識し  

ていなかった。⑮自分は精神的に弱く脆い。⑯自分に  

自信がないし、卒業できるだろうかと考え込むことが  

ある。  

2．自我同一性測定尺度での現在の自我同一   

性地位について測定した結果   

1回目に測定したK大学における看護学生  

の自我同一性地位は、同一性達成地位13％、  

A－F中間地位9％、権威受容地位1％、積極  

的モラトリアム地位11％、D－M中間地位55％、  

同一性拡散地位11％であった。基礎実習Ⅰ・  

Ⅱを経験した後に、2回目に測定したK大学  

における看護学生の自我同一性地位は、同一  

性達成地位11％、A－F中間地位12％、権威受  

容地位1％、積極的モラトリアム地位6％、  

D－M中間地位59％、同一性拡散地位11％であ  

った。図1参照。   

図1K大学における基礎実習Ⅰ・Ⅱの経験  

前後との自我同一性地位の比較  

対他的自己  

①劣等感にすごく敏感になっており劣等感を感じる気  

持ちと認めたくない気持ちの繰り返しである。②他人  

と比較してばかりだった。④他人のよいところばかり  

がうらやましく思え「どうして自分には素質がないの  

注：数値は％  
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なお、基礎実習の経験の有無との関連で自  

我同一性地位について該当する看護学生106  

名について比較すると、基礎実習に行く前よ  

り自我同一性地位が高くなった看護学生は  

24％、自我同一性地位が低くなった看護学生  

は29％、変化が無かった看護学生は47％であ  

った。 図1参照。   

「職業領域形成に関するもの」は28個  

（26％）と最も少なく、「方向確実感」におい  

ては悩みながらも看護師への道を模索してい  

こうという言葉が主にみられ、「方向不確実  

感」においては看護職の道を歩むことへの疑  

問と戸惑いに関する言葉がみられた。   

今回、「職業領域形成に関するもの」が  

26％と低かったのは、横山12）や奥村13）の先  

行研究にみられるように、大学へ入学してき  

ている学生は、一般教養の時間数が多く幅広  

い知識を得られこと、卒業後も看護師以外の  

選択肢が多いことから志望してきており、何  

らかの形で看護職へつけば良いと考え看護職  

へつくことの実感が少ない傾向にあることと  

の関連や、今回の授業の展開においてペッエ  

ツティーノの話の直後にレポートさせ、青年  

期の特性の講義（職業同一性形成に関する話  

等）最後にしたことから、“大学生としての  

現在の自分”の方が、ペツエツテーノに自己  

を投影させやすかったのではないかというこ  

ととの関連が推察された。 また、大学4年  

間における2年生の時期との関連において、  

岩本は「2年生は、自己実現において高校時  

代よりも好ましくない方向に変化しており、  

学習への動機づけが重要」14）と述べている。  

K大学において領域別の臨床実習は3年生か  

ら始まる。2年生は大学生括にも慣れ、この  

時期から専門科目が多くなったとはいえ始ま  

って間もない時期であり、他の学年に比べ課  

外活動やアルバイトを始める学生が多くみら  

れるようになる。2年生は、4年間のうちで  

職業的関心が最も低くなる時期ではないかと  

いうこととの関連も推察された。それともう  

ひとつには、筆者の青年期の時代と比較する  

と現在は価値の変動が短期のサイクルでおこ  

り、多様な価値観のなかで生きなければなら  

ない状況がある。そのような申、現代の青年  

期にある看護学生にとって、自分を定位して  

Ⅲ。考 察   

今回、レオ＝レオニのペツエツティーノを  

教材として使用し、K大学において将来看護  

職を目指していくであろう現在の自己につい  

てみつめさせ、学生の同一性形成がどのよう  

な現状にあるのかについて知ることを目的に  

授業を展開した。   

記述内容から、ペッエツティーノに触発さ  

れたり、ペツエツテー ノに自己を投影させた  

りしながら、“大学生としての現在の自分”  

“看護学生としての自分”を感じとっていっ  

ていることが推察された。そして、記述して  

いくことで自己自身や将来看護職につく自己  

への問い直しをしたり、親や友人等との他者  

との関係の中での自分というものについてポ  

ジティブに実感したり、ネガティブに実感し  

ていることが何えた。まず、レポートの結果  

から考察していく。   

「自我領域形成に関するもの」は50個  

（46％）と最も多く、「存在確実感」において  

自己肯定や自己受容的な言葉が、「自己探索  

中」において葛藤のなかで肯定的に自己確立  

にむけての探索な言葉が、「存在不確実感」  

において自己の存在への戸惑いの言葉がみら  

れた。   

次に多かったのが「自己への気づきに関す  

るもの」31個（29％）で、「対自的自己」にお  

いて自分の性格や傾向に関する言葉が、「対  

他的自己」において他者との比較における自  

尊感情の低下に関する言葉が主にみられた。  
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近藤は、10年前と現在の短大生の職業関心  

領域の比較において、現在の学生は現実的な  

職業への関心が高く、さらに対人関係や慣習  

的な職業、企画・道営などの職業へ関心があ  

り、これは現代の高校生が現実味のある職業  

選択する傾向と類似した職業志向であると述  

べている。－6）渡辺も高校生に専門職志向が浸  

透してきていることを述べている。17）この背  

景には、日本経済の低迷からくる資格取得に  

対する偏重、進路指導や親の希望で入学する  

学生が増えてきていることを示唆しているも  

のと考える。そうした時、職業領域形成にお  

いて重要になってくるのは、どれだけ将来看  

護職になるのかという内発的な動機づけのも  

とに入学してきたかについて再度着目してい  

く必要があるのではないかと考える。このこ  

とについて、渡辺は、学生の職業観は、入学  

時の看護師志望度、入学当初の目的に応じて  

形成され、職業選択に至るという可能性が示  

唆される18）と述べている。先行研究において  

も早期に看護職になろうという動機がある学  

生ほど、学習意欲や卒業まで看護職への肯定  

感や意志をもつことができると報告されてい  

る。19）20）   

以上のことから、高校時代から（もしくは  

それ以前から）看護職になりたいとう明確な  

動機づけのもとに入学してきた学生と外発的  

な動機づけまたは何となく入学してきた学生  

との聞において入学後1年経過して現れてく  

る当然の差異と考えられるのではないだろう  

か。   

なお、武藤は、「学生相談所で会った学生  

達のなかで、主に進路についての相談やさま  

ざまな情報を尋ねに来談した多くが、なんと  

なくこのままではいられないが、自分自身何  

を求めているかがはっきりしないというよう  

な状態だった。……問題を認識して悩む主体  

であるはずの『自分というもの』が希薄な人  

いくような職業形成にむけての既存の価値を  

みつけることが難しいことも関連しているの  

ではないかということも推察される。   

ところで永野は、青年期の自親同一性の確  

立について、「自分についての連続性の感覚  

をもち、なりたい自分と社会における役割取  

得を統合している状態といえよう。…‥・……  

自我を確立することと社会の中で自分を位置  

づけることができたとき、自我同一性が確立  

されたとみることができる」15）と述べている。  

筆者は、今回自我同一性の確立について、  

「自分は独自の存在であり、一貫した自分ら  

しさ自分というものについての確立ある体験  

をしていることを自我領域の同一性が形成さ  

れている状態」と考え、次に「社会の中から  

期待されている役割や要請に対して吟味し社  

会とのつながりの中で自分を自覚し自分らし  

さを実感していることを職業領域の同一性が  

形成されている状態」と考えた。自我領域の  

同一性形成と職業領域の同一性が統合された  

状態のなかで確かな自分を実感している状態  

を自我同一性の確立の考えた。それで、自我  

同一性の確立までの段階を水野の考えを参考  

にして筆者なりに今回の3群を整理していく  

と、まず今まで生きてきた自分のあり方につ  

いて気づいていく第1段階の自己への気づき  

に関するグループ、自分が自分であることに  

ついて葛藤したり確信をもてるようになる個  

人的側面の強い第2段階の自我領域形成に関  

するグループ、社会のなかでの自己について  

自覚したり葛藤したりしながら社会的な個人  

としての役割を自覚し統合していく第3段階  

の職業領域形成に関するグループというよう  

に、段階的に自我同一性確立が形成されてい  

く状況にわけることができるのではないかと  

考えた。では、同じ学年でもなぜこのような  

段階的な差がでているのかについて以下検討  

してみた。  
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が多いのが特徴であった。」21）そして、「かな  

り一般的な傾向として『葛藤し自己探求する  

基盤としての自分というもの』が希薄になっ  

てきているという印象は免れえない。」22）と  

述べている。このことは、青年期のアイデン  

ティティの形成の仕方が、現代の若者達にと  

って自立的な自己確立の経過ではなくなって  

いる傾向を示していることを意味しており、  

葛藤することそのものをも示唆しなければな  

らない状況にあることを示しているものと考  

える。当初筆者は、考えていなかった第1段  

階の「自己への気づきに関する」群について  

新たにグループ分けをしたが、そのこともふ  

まえて、今後の教育展開において念頭におい  

ていかなければならないこととして考えさせ  

られた。   

次に、職業領域形成に関する「方向不確実  

感」において、「あんなになりたかった看護  

師だったのに自分にむいているのだろうかと  

いう疑問と現在戦っている」「現在あんなに  

なりたかった看護師だったのにこのまま卒業  

していいのかという疑問と戦いながら日々を  

過ごしている」「幼稚園のころからなりたい  

と思っていたが現在悩んでいる」「看護職へ  

なりたいと考えこの大学へきたが将来への不  

安を感じている」等の記述がみられた。   

看護学生は入学すること自体が職業選択を  

意味しており、その教育課程の大半が看護職  

につくために必要な基礎となる専門教育にあ  

てられる。自由な時間や身分を享受している  

一般の大学生と比べると、生や病苦・死につ  

いて真正面から取り組むことが要求され、職  

業人になる準備にその教育のほとんどがあて  

られる。いくら高校時代（それ以前）から看  

護職になる動機づけが明確であったとして  

も、実際に学ぶ中で戸惑いやストレスが生じ  

危機に陥るのではないだろうか。危機に陥る  

ことも自我領域や職業領域形成にとって大切  

なことなので、その時に教師がどのようなパ  

ーソナリティの形成や自己成長をとげること  

ができるような関わりするのかが重要になっ  

てくるものと考える。   

近藤は、情報学科学生との比較において、  

「看護学生は社会型パーソナリティに強い感  

受性をもち、人に接することが多い看護学科  

を選択している。看護学生のパーソナリティ  

は未熟であり、認知領域や技術領域のみなら  

ず、学生の成長過程を促進するような教師の  

支援も重要な役割である」22）と述べている。  

河村も、「現代の看護学生にとっては、看護  

師志望の強さ、また、3年間の学習を通して  

自分を成長させ、自己実現できることが看護  

師のアイデンティティ形成を進める大きな要  

因であるといえる」23）と述べている。   

そうした時、2年次は専門科目の授業や演  

習が主になる訳だが、日常的に「自分という  

もの」について感じたり、表現できるような  

教育、例えば今回のような教材活用や記述の  

機会を授業のなかで設けていくこと、グルー  

プでの話し合いや意見・感想を通して看護職  

になることへ（職業領域形成にむけて）主体  

的に探索していけるような教授法や教材吟  

味、そして、現代の学生の風潮を充分考慮い  

れ自己を育み成長していけるような教育につ  

いて検討していくことは重要な課題ではない  

かと考える。   

なお、筆者らの学生時代には、基礎実習に  

いく前に戴帽式があり、ひとつの職業領域の  

同一性形成にむけて通過儀礼として実施され  

ていた。戴帽式は、入学した後に看護職にな  

る動機づけとして、カリキュラムのなかで職  

業領域形成にむけて重要な位置を占めていた  

ものと考える。しかし、戴帽式の是非が問わ  

れ、最近ではほとんど実施されていない。  

そうした時、基礎実習は看護職となる動機づ  

けとして重要な位置を占めているものと考え  
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る。それで、職業領域の同一′性形成にむけて  

の教育を検討していくうえで、基礎実習経験  

後、自我同一′性の地位がどのように変化する  

のかについて把握する必要があると考えた。  

筆者は、基礎実習を体験することを通して、  

4地位の割合が変化し、自我同一性地位が高  

くなる傾向にあるのではないかと考えた。   

K大学において2年次の夏休み前に基礎実  

習Ⅰ、夏休み後に基礎実習Ⅲが実施される。  

今回、自我同一性地位の基礎実習Ⅰ・Ⅲの経  

験の有無における変化はさほどみられなかっ  

た。また、基礎実習に行く前より自我同一性  

地位が高くなった学生は24％、自我同一性地  

位が低くなった学生は29％、変化が無かった  

学生は47％であった。安藤は、自我同一性地  

位テストの成績に基づき、看護学生の看護職  

に就く意識構造について、発達推移や入学時  

希望職種パターンや受験時進路への両親の態  

度等の属性の職業意識に関する影響について  

研究している。その結果、職業的同一達成因  

子が1学年では高値をとっているが、1学年  

から2学年にかけて大きく低下している。こ  

れは、看護の講義内容が臨床実習などの実態  

と大きく食い違う点にその一因があろうと報  

告している。25）   

今回、1年次から追跡しておらず基礎実習  

前後の比較であった。安藤の時代と比し10年  

経過し看護学生の風潮も変化してきていると  

思うが、基礎実習は学生にとって看護職を志  

す上で重要な動機づけをおこなう実習であ  

る。今回、基礎実習Ⅰ・Ⅲの経験の有無との  

関連はみられなかったが、自我同一性地位が  

低くなった学生は29％いたことに着目してい  

く必要があると考える。吉永は、臨床実習へ  

の適応と自我同一性の間の相関を報告してい  

る。26）これは、ひとつにはK大学において、  

基礎実習Ⅰと基礎実習Ⅱの間が1カ月しかな  

いことからゆとりがないことが影響している  

ことと、基礎実習における教育環境の問題が  

加味しているのではないかということが推察  

され、学生に対して看護職への動機づけとな  

るような教育環境や教員の関わりの見直しを  

検討していくことが示唆された。   

なお、K大学において平成15年度の新カリ  

キュラムから、1年次の5月に早期体験学習  

2日間、1年次の終了時に基礎実習Ⅰが、2  

年次の夏休み前後に基礎実習Ⅲが実施され  

る。このことは、学生の学習進路状況や適応  

状況に応じた職業領域の同一性形成を図るう  

えで無理のない展開であると考える。新カル  

キエラム以後の学生の今後の変化を期待して  

いる。   

結 論   

今回、レオ＝レオこのペッエツティーノを  

通しての記述および加藤の自我同一性地位測  

定結果から以下のことがわかった。  

1．職業領域形成に関するものとして「方向  

確実感」「方向不確実感」、自我領域形成に関  

するものとして「存在確実感」「存在探索中」  

「存在不確実感」、現在の自己への気づきに関  

するものとして「対自的自己」「対他的自己」  

の7項目のカテゴリーが抽出された  

2．自我領域形成に関するもの46％、現在の  

自己への気づき29％、職業領域形成に関する  

もの26％の順で多く記述されていた。  

3．基礎実習の経験の有無（実習前と終了後）  

との比較において、自我同一性地位につい変  

化はみられなかった。  

4．上記の結果から、職業領域の同一性形成  

にむけて葛藤することそのものを示唆しなけ  

ればならないこと、主体的に探索していける  

ような教授法や教材吟味、そして、現代の学  

生の風潮を充分考慮いれた自己を育み成長し  

ていけるような関わりと教育について検討し  

ていかなければならないことが課題としてあ  
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Yasuyo MASUDA  

Abstract  

Aimingtoclal・ifythestatusesofpersonalandvocationalidentitiesduringadolescence，  

sophomoresofNursingFacultyln“K〃universitywereencouragedtoreflectupon  

themselvesregardingtheirpresentstateasafuturenursethrot）ghtheuseof“Pezzettino‖by  

LeoLionniasteachingmaterial，andunderwentthemeasurementoftheiridentitystatusbythe  

EgoIdentity Scale・Tota17categories wel・eextraCtedfromstudents’reportson  

〃pezzettino〃：Certaintyonone，sdirection＝and“uncertaintyonone，sdirection〃 regarding り   

thedomainofoccupationalidentity；“Certaintyonone，sexistence”，“SearChingfbrone，s  

existence”and“uncertaintyonone，sexistence”regardingthedomainofpersonalidentity；  

and＝etre－pOur－SOi‖andりetre－POuトautrui”regardingawarenessofpresentself・  

Furthermore，theirrepol・tSmOStOftentoucheduponthedomainofpersonalidentity，ibllowed  

byawarenessofpresentselfandthedomainofoccupationalidentlty．Comparisonofidentlty  

StatuSeSmeaSuredbeforeandaftertaking thefirstandsecondpracticumcourses ofbasic  

nurslngtrainlngreVealednochangesinthestudents，identityassessments・  

Keywords：nurslngStudents，adolescence，identityformation，identltyStatuS  
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